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オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
所
有
権
留
保

　
　
　
　

 

―― 

目
的
物
の
共
有
構
成
の
可
能
性

田　

村　

耕　

一

は
じ
め
に

一　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
の
所
有
権
留
保

二　

執
行
及
び
買
主
の
倒
産

三　

拡
大
形
式
並
び
に
買
主
に
よ
る
目
的
物
の
譲
渡
及
び
加
工
へ
の
対
処

四　

分
析
と
検
討
―
わ
が
国
へ
の
示
唆

お
わ
り
には

じ
め
に

　

売
買
代
金
完
済
に
よ
っ
て
買
主
に
所
有
権
が
移
転
す
る
と
い
う
担
保
目
的
の
合
意
で
あ
る
所
有
権
留
保
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
学
説
で

は
、
当
事
者
の
合
意
形
式
で
あ
る
停
止
条
件
付
所
有
権
移
転
か
ら
離
れ
て
、
所
有
権
は
売
買
契
約
時
に
買
主
に
移
転
し
、
売
主
に
は
担
保

権
が
帰
属
す
る
と
解
す
る
こ
と
を
指
向
す
る
担
保
権
的
構
成
が
有
力
と
さ
れ
て
い
る
。
所
有
権
留
保
は
停
止
条
件
付
所
有
権
移
転
で
あ
り
、

買
主
は
売
買
代
金
を
完
済
す
る
ま
で
は
期
待
権
を
有
す
る
と
い
う
構
造
は
ド
イ
ツ
法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
ド
イ
ツ
及
び
ド

イ
ツ
法
の
影
響
の
強
い
国
で
は
、
所
有
権
留
保
（Eigentum

svorbehalt

）
は
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
い
る
の
か
、
と
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り
わ
け
買
主
の
倒
産
時
の
扱
い
は
ど
う
な
の
か
。
以
上
が
、
筆
者
の
関
心
事
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
法
、
ス
イ
ス
法
の
所
有
権
留
保

に
つ
き
、
紹
介
し
検
討
を
行
っ
た（

１
）。

具
体
的
に
は
、
売
主
に
は
完
全
な
所
有
権
が
留
保
さ
れ
る
と
い
う
合
意
内
容
ど
お
り
に
実
体
法
及
び

手
続
法
が
制
定
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
倒
産
法
上
の
独
自
の
効
力
を
付
与
し
（
ド
イ
ツ
法
）、
あ
る
い
は
登
録
制
度
を
用
意
す
る
（
ス
イ

ス
法
）
と
い
う
制
度
設
計
で
あ
り
、
担
保
権
的
な
構
成
の
指
向
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た（

２
）。

　

本
稿
で
は
、
同
じ
く
ド
イ
ツ
法
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
典
の
規
定
（一）
、
執
行
及
び
買
主
の
倒
産
時
の
扱
い

（二）
、
い
わ
ゆ
る
拡
張
形
式
の
扱
い
（三）
を
確
認
し
た
上
で
、
わ
が
国
へ
の
示
唆
を
得
る
（四）
。
先
行
し
て
述
べ
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
、

民
法
及
び
倒
産
法
に
所
有
権
留
保
に
関
す
る
規
定
を
有
し
て
い
な
い
も
の
の
、
契
約
自
由
の
原
則
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
点
で
わ
が
国

と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
特
に
拡
張
形
式
に
お
い
て
、
わ
が
国
と
異
な
り
目
的
物
の
共
有
的
な
処
理
と
す
る
点
は
、
価
値
の
分
属
と
い
う

点
か
ら
、
わ
が
国
で
も
法
構
造
と
し
て
検
討
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
る
。

一　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
の
所
有
権
留
保

（一）
民
法
典
の
構
造

　

A
llgem

eines bürgerliches G
esetzbuch

（
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
）
の
構
成（

３
）

　

導
入
（A

rt,1-14

）

　

第
一
編　

人
に
関
す
る
法
（A

rt,15-284

）

　

第
二
編　

物
権
（A

rt,285-1341

）

　
　

導
入
（A

rt,285-308

）

　
　

第
一
章　

物
権
各
則
（A

rt,309-858

）
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第
二
章　

人
を
介
し
て
の
物
に
対
す
る
権
利
（A

rt,859-1341

）

　

第
三
編　

人
及
び
物
へ
の
権
利
に
お
け
る
共
同
体
的
規
定
（A

rt,1342-1502

）

　

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
第
二
編
物
権
の
中
に
相
続
に
関
す
る
法
（
第
一
章
後
半
）、
及
び
、
い
わ
ゆ
る
契
約
法
（
第
二
章
）

が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
編
物
権
第
一
章
「
物
権
各
則
（A

rt,309-858

）」
は
、第
一
節
「
占
有
（A

rt,309-352

）」、第
二
節
「
所

有
権
（A

rt,353-379
）」、
第
三
節
「
専
有
（Zueignung

）
に
よ
る
所
有
権
の
取
得
（A

rt,380-403

）」、
第
四
節
「
増
加
（Zuw

achs

）
に

よ
る
所
有
権
の
取
得
（A

rt,404-422

）」、第
五
節
「
引
渡
し
に
よ
る
所
有
権
の
取
得
（A

rt,423-446

）」、第
六
節
「
担
保
権
（A

rt,447-471

）」、

第
七
節
「
地
役
権
（A

rt,472-530
）」
と
続
き
、
第
八
節
以
下
が
相
続
に
関
し
て
生
じ
る
物
権
の
規
定
で
あ
る（

４
）。

第
二
章
「
人
を
介
し
て

の
物
に
対
す
る
権
利
（A

rt,859-1341
）」
は
、
第
十
七
節
「
契
約
及
び
法
律
行
為
（A

rt,859-937

）」
か
ら
始
り
、
第
二
十
四
節
が
「
売
買

契
約
（A

rt,1053-1089

）」
で
あ
る（

５
）。

　

上
原
由
起
夫
教
授
は
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
は
法
学
提
要
の
体
系
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
パ
ン
デ
ク
テ
ン
と
す
る
の
は
誤
解
で
あ
ろ
う
と
指

摘
す
る（

６
）。

（二）
所
有
権
取
得
と
売
買
に
関
す
る
規
定

　
　

  

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
380
条
（
取
得
の
法
的
な
要
件
）　　

権
原
（Titel

）
及
び
法
的
な
取
得
方
式
（Erw

erbungsart

）
な
し
に
所
有
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

  

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
423
条
（
間
接
的
な
取
得
）　　

既
に
所
有
者
が
有
す
る
物
は
、
所
有
者
か
ら
他
者
に
法
的
な
方
法
で
引
渡
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
取
得

さ
れ
る
。

　
　

  

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
424
条
（
権
原
）　　

間
接
的
な
取
得
の
権
原
は
契
約
、
死
亡
時
の
処
分
、
裁
判
所
の
言
渡
、
又
は
法
律
の
命
令
で
あ
る
。
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Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
425
条
（
間
接
的
な
取
得
方
法
）　　

単
な
る
権
原
は
何
ら
所
有
権
を
与
え
な
い
。
所
有
権
及
び
全
て
の
物
権
は
、
法
律
で
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を

除
き
、
法
定
の
引
渡
し
及
び
受
領
に
よ
っ
て
の
み
取
得
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

  
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
１
０
５
３
条
（
売
買
契
約
）　　

売
買
契
約
に
よ
っ
て
物
は
一
定
の
金
額
で
他
方
に
譲
渡
さ
れ
る
。
売
買
契
約
は
、
交
換
と
同
じ
く
、
所
有
権
を
取

得
す
る
権
原
に
属
す
る
。
取
得
は
、
売
買
目
的
物
の
引
渡
し
に
よ
っ
て
初
め
て
生
じ
る
。
引
渡
し
ま
で
、
売
主
は
所
有
権
を
有
す
る
。

　
　

  

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
１
０
６
３
条　
　

売
買
代
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
な
く
購
入
さ
れ
た
物
が
売
主
か
ら
買
主
に
引
渡
さ
れ
た
と
き
は
、
掛
け
（B

org

）
で
売
ら
れ
た

物
で
あ
り
、
そ
の
物
の
所
有
権
は
直
ち
に
買
主
に
移
転
す
る
。

　

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
380
条
が”titulus et m

odus acquirende”

理
論
を
採
用
し
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
424
条
が
間
接
的
な
（
さ
し
あ
た
っ
て
の
）
取
得
は
契

約
等
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
425
条
が
最
終
的
な
取
得
の
た
め
に
は
法
定
の
方
法
に
よ
る
引
渡
し
が
必
要
で
あ
る
と
規
定
す

る
。
引
渡
の
種
類
と
し
て
、
動
産
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
引
渡
し
（
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
426
条
）、
帳
票
に
よ
る
引
渡
し
（
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
427
条
）、
宣
言

に
よ
る
引
渡
し
（
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
428
条 

; 占
有
改
定
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
売
買
契
約
の
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
１
０
５
３
条
に
お
い
て
は
、
売
買

契
約
と
い
う
権
原
に
加
え
て
売
買
目
的
物
の
引
渡
し
に
よ
っ
て
所
有
権
移
転
が
生
じ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ

１
０
６
３
条
が
、契
約
と
い
う
権
原
と
引
渡
し
に
よ
っ
て
、代
金
未
払
い
で
あ
っ
て
も
所
有
権
が
移
転
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
１
０
５
３
条
４
文
の
「
売
主
は
所
有
権
を
有
す
る
」
の
「
有
す
る
」
原
文
は”behalt”

で
あ
り
、意
味
と
し
て
は
「
保
持
す
る
」、

「
留
め
置
く
」
で
あ
り
、
所
有
権
留
保
の
「
留
保
」
と
共
通
す
る
語
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
の
所
有
権
取
得
及
び
売
買
に
関
す
る
規
定
で
は
、
所
有
権
留
保
に
つ
き
明
確
な
規
定
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
契
約
自
由
の
原
則
か
ら
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
１
０
６
３
条
に
関
し
て
許
容
さ
れ
る
合
意
と
解
さ
れ
て
い
る
。
所
有
権
留
保
の
合
意

は
契
約
当
事
者
間
の
物
権
的
合
意
で
あ
り
、
処
分
行
為
に
お
い
て
合
意
さ
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
法
律
構
成
は
、
ド
イ
ツ
法
同
様
に
、
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処
分
行
為
に
停
止
条
件
（
代
金
全
額
の
支
払
）
が
付
い
て
い
る
と
の
構
造
で
あ
る
。
そ
し
て
、
買
主
は
、
目
的
物
の
引
渡
し
に
よ
り
、
無

条
件
で
は
な
く
停
止
条
件
付
の
所
有
権
（
期
待
権
）
を
取
得
す
る
と
さ
れ
て
い
る（

７
）。

こ
の
買
主
の
有
す
る
期
待
権
は
全
く
何
も
権
利
性
を

有
し
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
380
条
の
原
則
に
よ
り
処
分
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
買
主
が
、
目
的
物
を
毀
損
し
た
と

き
は
、
民
事
上
の
責
任
と
し
て
損
害
賠
償
及
び
刑
事
上
も
責
任
を
負
い
（
Ｓ
ｔ
Ｇ
Ｂ
125
条
）、
買
主
が
目
的
物
を
転
売
し
た
と
き
は
、
横

領
の
た
め
の
刑
事
責
任
（
Ｓ
ｔ
Ｇ
Ｂ
133
条
）
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
点
も
ド
イ
ツ
法
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
法
に
比
べ
て
、
特
徴
的
な
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
所
有
権
留
保
の
遅
れ
た
合
意
で
あ
る
。
通
常
は
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
に
行
わ
れ
る
も
の
の
処
分
行
為
に
関
す
る
合

意
で
あ
る
か
ら
、
売
買
契
約
締
結
時
に
所
有
権
留
保
が
合
意
さ
れ
て
い
な
い
と
き
で
も
、
商
品
が
引
渡
さ
れ
る
ま
で
、
所
有
権
留
保
の
合

意
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
合
意
は
、
既
に
無
条
件
に
締
結
さ
れ
て
い
る
物
権
的
合
意
に
関
し
て
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
修
正
と
の
位
置

づ
け
と
な
る
。
所
有
権
が
未
だ
買
主
に
移
転
し
て
い
な
い
の
で
譲
渡
担
保
の
合
意
と
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
１
０
６
３
条

が
あ
る
が
故
に
、
所
有
権
留
保
に
関
し
て
は
明
確
な
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
合
意
は
、
書
面
に
よ
る
売
買
契
約
又
は
少
な
く
と
も
一
般
契

約
条
件
（
Ｇ
Ｔ
Ｃ
）
に
含
ま
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
納
品
書
に
単
に
メ
モ
的
に
記
載
す
る
の
で
は
不
十
分
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
契
約
時
に
両
当
事
者
に
よ
る
正
式
な
署
名
が
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
契
約
条
件
が
有
効
に
合
意
さ

れ
て
い
る
か
が
頻
繁
に
議
論
さ
れ
る
問
題
と
な
っ
て
い
る（

８
）。

　

第
二
に
、
共
有
的
な
処
理
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
目
的
物
に
加
工
、
混
和
が
生
じ
た

と
き
は
売
主
と
買
主
の
共
有
物
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り（

９
）、

目
的
物
が
第
三
者
の
不
法
行
為
に
よ
っ
て
毀
損
さ
れ
損
害
賠
償
債
権
が
発
生
す

る
と
き
は
損
害
賠
償
債
権
が
売
主
と
買
主
に
共
同
で
帰
属
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
に
、
売
主
が
優
先
し
、

買
主
は
条
件
付
き
で
、
と
い
う
処
理
に
は
な
っ
て
い
な
い）

10
（

。
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第
三
に
、
融
資
を
伴
っ
た
売
買
に
お
け
る
所
有
権
留
保
に
つ
い
て
は
、
売
主
側
が
与
信
者
を
用
意
す
る
場
合
と
買
主
が
独
自
に
融
資
を

受
け
て
売
買
に
臨
む
場
合
の
二
つ
に
分
け
て
議
論
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
方
法
は
法
的
に
は
異
な
る
と
の
評
価
の
反
映
で

あ
る
こ
と
、
及
び
、
特
に
前
者
に
お
い
て
は
売
主
か
ら
与
信
者
へ
の
所
有
権
の
譲
渡
が
、
権
原
と
引
渡
し
と
い
う
要
件
を
満
た
す
か
ど
う

か
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（三）
担
保
に
関
す
る
規
定

　
　

  

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
447
条
（
担
保
権
（Pfandrecht

）
及
び
担
保
（Pfand

）
の
意
義
）　　

担
保
権
は
、
債
権
者
に
与
え
ら
れ
る
物
権
で
あ
り
、
義
務
が
定
め
ら
れ
た
期

日
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
い
と
き
に
、
物
か
ら
弁
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
に
こ
の
権
利
を
与
え
る
物
が
担
保
で
あ
る
。

　
　

  

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
448
条
（
担
保
の
種
類
）　　

流
通
し
て
い
る
物
は
、
全
て
担
保
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
動
産
の
と
き
は
質
（H

andpfand

）
又
は
狭
義

の
質
と
し
、
不
動
産
の
と
き
は
抵
当
（H
ypothek
）
又
は
不
動
産
担
保
（G

rundpfand

）
と
す
る
。

　
　

  

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
451
条
（
担
保
権
の
取
得
方
法
、
現
実
の
引
渡
）　　

担
保
権
を
実
際
に
取
得
す
る
た
め
に
は
、
権
原
を
与
え
ら
れ
た
債
権
者
は
、
担
保
目
的
物
を
、

動
産
の
と
き
は
受
託
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
以
下
、
省
略
）。
権
原
は
物
に
対
す
る
人
的
な
権
利
を
与
え
る
の
み
で
あ
り
、
物
に
関
す
る
何
ら
物
権
的
な

権
利
を
与
え
な
い
。（
第
二
項
省
略
）

　

物
的
担
保
の
取
得
に
つ
い
て
も
、
権
原
及
び
引
渡
が
必
要
で
あ
り
、
動
産
に
つ
い
て
は
占
有
質
と
な
っ
て
い
る
。
先
取
特
権
に
相
当
す

る
規
定
は
な
く
、
担
保
に
関
す
る
規
定
に
お
い
て
も
所
有
権
留
保
及
び
譲
渡
担
保
に
関
係
す
る
規
定
は
な
い）

12
（

。

　

ド
イ
ツ
法
と
比
べ
る
と
、
占
有
質
原
則
で
あ
る
点
、
法
定
質
権
（
先
取
特
権
）
及
び
譲
渡
担
保
の
規
定
が
な
い
点
は
、
同
じ
で
あ
る）

13
（

。
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（四）
契
約
解
除
に
関
す
る
規
定
と
所
有
権
留
保
の
実
行

　
　

  
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
918
条　
　

双
務
契
約
の
当
事
者
の
一
方
が
適
切
な
時
期
、
適
切
な
場
所
、
又
は
約
定
さ
れ
た
方
法
で
履
行
し
な
い
と
き
は
、
当
事
者
の
他
方
は
、

履
行
と
共
に
遅
延
に
よ
る
損
害
賠
償
を
要
求
す
る
か
、
遅
れ
た
履
行
の
た
め
の
相
当
な
期
間
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
契
約
を
解
除
す
る
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。（
第
二
項
省
略
）

　

所
有
権
留
保
の
合
意
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
売
主
は
期
間
の
設
置
に
よ
る
契
約
の
解
除
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
判
例
に
よ
る
と
、

所
有
権
留
保
を
合
意
し
た
売
主
は
、
期
間
の
設
置
不
要
の
契
約
上
の
解
除
権
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る）

14
（

。
も
っ
と
も
、
所
有
権
留
保
が
有

効
に
合
意
さ
れ
た
場
合
で
も
、
売
主
は
買
主
の
許
し
な
し
に
所
有
権
が
留
保
さ
れ
た
目
的
物
を
取
り
戻
す
権
利
は
な
い
。

　

買
主
の
不
履
行
時
に
お
い
て
売
主
が
留
保
し
た
所
有
権
に
基
づ
き
目
的
物
を
回
収
し
た
と
き
は
、
通
常
は
、
契
約
の
解
除
と
看
做
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
実
際
は
、
目
的
物
を
回
収
し
た
上
で
代
金
全
額
の
支
払
い
を
求
め
る
、
つ
ま
り
目
的
物
の
回
収
が
あ
っ
て
も
契
約
は
解

除
さ
れ
な
い
と
い
う
合
意
（R

ücknahm
eklausel

）
も
活
用
さ
れ
て
い
る）

15
（

。
な
お
、
売
主
が
目
的
物
を
占
有
す
る
無
権
原
の
第
三
者
に
対

し
て
目
的
物
の
返
還
を
請
求
す
る
際
に
は
、
売
買
契
約
の
解
除
は
不
要
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
法
と
比
べ
る
と
、
原
則
と
し
て
、
実
行
に
は
解
除
が
必
要
で
あ
る
点
は
、
同
じ
で
あ
る）

16
（

。

二　

執
行
及
び
買
主
の
倒
産

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
執
行
法
（Exekutionsordnung 

; EO

）
に
お
い
て
執
行
の
着
手
に
つ
き
優
先
主
義
が
採
ら
れ
て
い
る
。
買
主
の
債

権
者
が
買
主
の
占
有
す
る
目
的
物
に
執
行
し
た
と
き
は
、
売
主
は
、
第
三
者
異
議
の
訴
え
（Exszindierungsklage 

; Ｅ
Ｏ
37
条
）
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
２
０
２
１
年
５
月
14
日
の
連
邦
法
官
報
の
掲
載
に
よ
る
と
、
執
行
法
は
手
続
の
効
率
化
の
た
め
に
全
面
的
な
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改
革
が
開
始
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
日
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
倒
産
法
（Insolvenzordnung 

; IO

）
は
、
１
９
１
５
年
１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
１
９
１
４
年
12
月
の

R
G

B
l.337/1914

の
破
産
法
（K

onkursordnung 

; KO

）
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
Ｋ
Ｏ
に
は
50
以
上
の
改
正
が
あ
り
、
そ
の
中

で
最
も
重
要
な
の
は
、
１
９
８
１
年
（
破
産
ク
ラ
ス
の
廃
止
）、
１
９
９
３
年
（
１
９
９
５
年
１
月
１
日
か
ら
の
債
務
調
整
手
続
の
導
入
）、

２
０
１
０
年
（
和
議
手
続
の
廃
止
と
倒
産
法
の
枠
組
の
中
で
の
統
一
手
続
の
作
成
）
の
改
正
で
あ
っ
た）

17
（

。
所
有
権
留
保
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
０
年
の
改
正
時
に
議
論
は
あ
っ
た
が
買
主
の
期
待
権
に
は
手
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
改
正
時
に
、
倒
産
開
始
時
に

目
的
物
が
外
国
に
あ
っ
て
も
所
有
権
留
保
は
影
響
を
受
け
な
い
と
定
め
る
条
文
が
設
け
ら
れ
た
（
Ｉ
Ｏ
224
条
）。
お
そ
ら
く
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
所
有
権
留
保
に
言
及
す
る
唯
一
の
条
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
譲
渡
担
保
に
つ
い
て
は
、
別
除
権
と
さ
れ
て
い
る
。

　

買
主
が
倒
産
し
た
場
合
、
留
保
売
主
は
倒
産
債
権
者
に
は
な
ら
ず
、
目
的
物
の
所
有
権
が
売
主
に
帰
属
す
る
た
め
目
的
物
は
倒
産
財
団

に
属
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
多
数
説
と
判
例
は
、
所
有
権
留
保
が
合
意
さ
れ
た
場
合
も
双
方
未
履
行
の
双
務
契
約
に
該
当
す
る
と
し
て
、

倒
産
管
財
人
は
、
契
約
を
締
結
す
る
か
、
解
除
を
す
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ｉ
Ｏ
21
条 ; 

Ｋ
Ｏ
21
条
）。
倒
産
管
財
人
が
契
約

の
解
除
を
選
択
し
た
場
合
、
売
主
は
、
所
有
権
留
保
の
下
で
販
売
さ
れ
た
商
品
の
取
戻
権
を
有
し
て
い
る
（
Ｉ
Ｏ
44
条 ; 

Ｋ
Ｏ
44
条
）。
さ

ら
に
、
倒
産
手
続
に
限
ら
な
い
が
、
目
的
物
が
誤
っ
て
第
三
者
の
利
益
に
用
い
ら
れ
た
と
き
は
、
業
務
執
行
（G

eschäftsführung

）
な
し

に
あ
る
物
が
他
人
の
利
益
に
使
用
さ
れ
た
と
き
に
所
有
者
に
そ
の
利
益
の
返
還
請
求
を
認
め
る
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
１
０
４
１
条
が
適
用
さ
れ
る
。

　

ド
イ
ツ
法
と
比
べ
る
と
、
原
則
と
し
て
同
じ
効
力
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
倒
産
法
上
の
選
択
権
に
期
限
が

設
定
さ
れ
て
い
る
点
及
び
独
自
の
効
力
が
付
与
さ
れ
て
い
る
点
が
、
異
な
る
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
法
が
倒
産
法
制
度
に
お
い
て
独
自
の

扱
い
を
設
け
た
の
で
あ
り）

18
（

、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
方
が
実
体
法
の
効
力
を
反
映
し
て
い
る
。
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三　

拡
大
形
式
並
び
に
買
主
に
よ
る
目
的
物
の
譲
渡
及
び
加
工
へ
の
対
処

（一）
被
担
保
債
権
の
変
更
及
び
追
加

　

買
主
が
売
買
代
金
だ
け
で
な
く
、
売
主
に
対
す
る
当
該
売
買
と
は
関
係
の
な
い
既
存
の
債
務
を
全
て
履
行
し
た
場
合
に
の
み
、
買
主
が

購
入
し
た
目
的
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
と
い
う
合
意（
い
わ
ゆ
る
拡
大
さ
れ
た
所
有
権
留
保
）は
無
効
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
造
は
、

担
保
の
た
め
の
譲
渡
と
し
て
評
価
さ
れ
る
た
め
、
質
権
の
公
示
原
則
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
拡
大
形
式
が
無
効
に
な
っ

た
場
合
、
所
有
権
の
単
純
な
留
保
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

（二）
買
主
に
よ
る
目
的
物
の
譲
渡

　

売
主
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、買
主
が
目
的
物
を
転
売
し
た
場
合
に
お
い
て
、即
時
取
得
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
367
条
）
の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
、

転
得
者
は
無
条
件
の
所
有
権
を
取
得
し
、
売
主
の
所
有
権
留
保
が
消
失
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
方
法
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
接
続
さ
れ
た
所
有
権
留
保
（w

eitergeleiteter Eigentum
svorbehalt

）
で
あ
る
。
買
主
は
、
目
的
物
の
譲
渡
を
す
る
際
、
転

得
者
に
対
し
、
最
初
の
売
主
が
所
有
権
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
通
知
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
転
得
者
は
も
は
や
即
時
取
得
の
要
件
を
満

た
さ
な
く
な
る
。
こ
の
場
合
、
転
得
者
は
、
買
主
が
有
し
て
い
る
条
件
付
権
利
を
取
得
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
方
法
で
は
、
買
主
が
転

得
者
に
最
初
の
売
主
が
所
有
権
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
最
初
の
売
主
の
所
有
権
留
保
は
保
護

さ
れ
な
く
な
る
。
な
お
、
買
主
も
転
得
者
に
対
し
独
自
に
所
有
権
留
保
付
で
処
分
し
た
場
合
、
転
得
者
は
、
留
保
買
主
と
留
保
売
主
の
双

方
の
被
担
保
債
権
が
弁
済
さ
れ
た
と
き
に
、
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
に
、
転
売
債
権
の
事
前
譲
渡
で
あ
る
。
売
主
は
買
主
に
対
し
目
的
物
の
転
売
を
許
容
す
る
代
り
に
、
例
え
ば
、「
商
品
が
転
売
さ



広島法学　45 巻２号（2021 年）－ 10

れ
た
場
合
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
転
売
代
金
債
権
は
最
初
の
売
主
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
。」
と
合
意
す
る
方
法
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、「
事
前
譲
渡
条
項
」
で
あ
り
、
担
保
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
保
譲
渡
（Sicherungszession

）
の
公
示
要
件

（Publizitätsanforderungen

）
に
準
拠
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
の
形
式
で
あ
り）

19
（

、
こ
の
合
意
に
よ
っ
て
、

売
主
は
、
転
得
者
が
転
売
債
権
の
譲
渡
の
通
知
を
受
け
る
と
、
直
ち
に
転
得
者
に
対
し
直
接
に
転
売
代
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
に
、
予
め
の
占
有
構
成
（antizipiertem

 B
esitzkonstitut

）
で
あ
る
。
売
主
と
買
主
の
間
で
、「
商
品
が
転
売
さ
れ
た
場
合
、
売
主

の
売
買
代
金
債
権
額
に
対
応
す
る
目
的
物
の
一
部
が
売
主
の
所
有
物
に
な
る
こ
と
に
同
意
す
る
。」
又
は
、「
将
来
の
転
売
に
お
い
て
有
す

る
こ
と
に
な
る
転
売
代
金
か
ら
、
売
主
の
被
担
保
債
権
に
対
応
す
る
部
分
の
代
金
は
、
売
主
に
割
当
て
ら
れ
る
。」
と
合
意
す
る
方
法
で

あ
る
。
こ
の
合
意
に
よ
り
、
買
主
が
転
売
代
金
を
受
領
し
た
と
き
は
、
買
主
は
、
直
ち
に
金
銭
の
所
有
者
で
あ
り
、
か
つ
、
売
主
の
占
有

補
助
者
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
売
主
の
金
銭
所
有
権
は
金
銭
の
混
合
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
買
主
が
金
銭
を
別
々
に

保
管
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

（三）
買
主
に
よ
る
目
的
物
の
加
工

　

買
主
は
、
目
的
物
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
お
り
、
目
的
物
を
所
有
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
権
利
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
期
待
権

を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
買
主
が
目
的
物
を
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
ま
た
加
工
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
、
ど
の
程
度
ま
で
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
買
主
と
売
主
の
間
の
合
意
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

両
者
の
間
で
何
も
合
意
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
買
主
が
目
的
物
を
加
工
し
た
と
き
は
、
条
文
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
414
条
は
、「
他
人
の
物
に
加
工
し
た
者
並
び
に
他
人
の
物
に
自
己
の
物
を
混
同
、
固
体
又
は
液
体
を
混
和
し
た
者
は
、
そ
れ
に

よ
り
、
他
人
の
所
有
権
に
関
し
て
何
ら
の
請
求
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
し
、
続
く
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
415
条
は
、
当
事
者
は
物
を
分
離
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す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
つ
つ
、「
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
共
有
と
す
る
」
と
定
め
る
。
共
有
は
、
加
工
さ
れ
た
物
の
価
値

と
加
工
作
業
の
価
値
と
の
関
係
に
従
っ
て
発
生
す
る
。
さ
ら
に
、
共
有
に
つ
い
て
、
売
主
と
買
主
は
、
加
工
が
行
わ
れ
た
後
で
も
売
主
が

唯
一
の
所
有
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
、
買
主
が
加
工
を
通
じ
て
唯
一
の
所
有
者
に
な
る
こ
と
、
又
は
売
主
と
買
主
が
共
同
所
有
者
に
な
る

割
合
を
予
め
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
加
工
さ
れ
た
新
物
の
共
有
に
つ
い
て
、
例
と
し
て
は
、
洋
服
の
製
造
業
者
に
対
し
て
生
地
を
供
給
す
る
売
主
で
あ
れ
ば
、
売
主

は
生
産
さ
れ
た
洋
服
の
共
同
所
有
と
な
る
合
意
を
す
る
と
の
事
案
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
最
終
製
品
に
お
け
る
生
地
の
物
質
的
な
価
値

に
比
例
し
て
持
分
が
定
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
買
主
が
倒
産
し
た
場
合
、
売
主
は
最
終
製
品
の
共
同
所
有
者
で
あ
り
、
売
主
に
配
分
さ
れ

る
価
値
に
応
じ
て
最
終
製
品
の
一
定
数
を
受
取
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た）

20
（

。
も
ち
ろ
ん
、
売
主
は
、
共
有
の
方
法
の
方
が
、
単
純
な
倒
産
債

権
者
と
な
る
よ
り
も
多
く
の
回
収
が
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
、
原
材
料
提
供
者
は
、
こ
の
方
法
の
所
有
権
留
保
を
利
用
す
れ
ば
、
最
終
製

品
に
対
し
て
執
行
が
可
能
で
あ
り
、
最
終
製
品
の
生
産
者
の
倒
産
に
お
い
て
も
保
護
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
法
と
比
べ
る
と
、
（一）
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
留
保
は
無
効
と
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
認
め
ら
れ

て
い
る）

21
（

。
ま
た
、
（二）
及
び
（三）
の
共
有
と
す
る
構
成
は
、
表
だ
っ
て
み
ら
れ
な
い
。

四　

分
析
と
検
討̶

わ
が
国
へ
の
示
唆

（一）
分
析

　

ド
イ
ツ
法
の
影
響
が
大
き
い
ス
イ
ス
法
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
、
物
権
レ
ベ
ル
で
の
停
止
条
件
付
所
有
権
移
転
で
あ
り
、
買
主
は

使
用
、
占
有
権
原
と
期
待
権
を
有
す
る
点
、
及
び
、
売
主
は
取
戻
権
を
有
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。
端
的
に
は
、
買
主
は
売
買

代
金
を
最
後
の
一
回
ま
で
支
払
わ
な
い
限
り
、
所
有
権
を
取
得
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
民
法
及
び
倒
産
法
に
規
定
を
有
す
る
ド
イ
ツ
法
、
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登
録
制
度
を
有
す
る
ス
イ
ス
法
と
異
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
は
、
実
体
法
及
び
手
続
法
に
お
い
て
所
有
権
留
保
に
関
し
て
直
接
の
規
定

を
有
し
て
い
な
い
。
条
文
を
有
さ
ず
に
実
務
と
判
例
に
よ
っ
て
効
力
が
承
認
さ
れ
て
い
る
点
は
、
わ
が
国
と
同
様
の
制
度
状
態
と
い
え
よ

う
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
を
ド
イ
ツ
法
及
び
ス
イ
ス
法
と
比
較
し
た
場
合
の
特
徴
的
な
点
は
、「
三　

拡
大
形
式
及
び
買
主
に
よ
る
目
的
物
の

譲
渡
及
び
加
工
へ
の
対
処
」
の
「
（二）
買
主
に
よ
る
目
的
物
の
譲
渡
」
及
び
「
（三）
買
主
に
よ
る
目
的
物
の
加
工
」
で
述
べ
た
、
共
有
に
よ
る

処
理
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
（二）
の
第
三
の
「
予
め
の
占
有
構
成
」
は
、
目
的
は
転
売
債
権
の
一
部
を
売
主
が
把
握
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
手
段
又
は
根
拠
と
し
て
債
権
譲
渡
で
は
な
く
目
的
物
の
共
有
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
（三）
の
加
工
で
は
、

目
的
物
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
加
工
に
よ
っ
て
生
じ
る
新
物
の
共
有
に
関
す
る
合
意
で
あ
る
。
新
物
に
お
い
て
当
初
の
目
的
物
の
価
値
相

当
分
を
引
続
き
把
握
す
る
こ
と
を
継
続
す
る
手
法
で
あ
る
か
ら
、
当
初
の
所
有
権
留
保
が
把
握
す
る
目
的
物
価
値
の
消
滅
を
防
ぐ
方
法
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
か
ら
、
何
れ
の
方
法
も
、
例
え
ば
、
売
買
目
的
物
を
買
主
の
支
払
割
合
に
応
じ
て
共
有
と
す
る
よ
う
な
純

粋
な
意
味
で
の
目
的
物
の
共
有
で
は
な
い
。
な
お
、
売
主
が
把
握
す
る
の
は
、
（二）
で
は
目
的
物
が
転
得
さ
れ
る
た
め
被
担
保
債
権
額
相
当

で
あ
り
、
（三）
で
は
目
的
物
が
あ
る
意
味
で
は
存
続
す
る
た
め
目
的
物
価
値
相
当
と
な
っ
て
い
る
。

　

単
純
に
考
え
る
と
、
（二）
及
び
（三）
で
は
、
転
売
債
権
者
及
び
加
工
に
よ
る
新
物
の
唯
一
の
所
有
者
を
売
主
と
す
る
手
法
が
肯
定
さ
れ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
買
主
が
事
業
者
で
あ
る
場
合
、
転
売
代
金
及
び
加
工
後
の
新
物
の
価
格
が
当
初
の
売
買
代
金
額
及

び
目
的
物
の
価
値
を
上
回
る
の
は
買
主
の
貢
献
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
転
売
代
金
債
権
及
び
加
工
後
の
新
物
の
価
値
を
売

主
と
買
主
で
分
け
合
う
の
が
公
平
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
実
現
す
る
手
法
と
し
て
、
担
保
法
理
で
は
な
く
、
共
有
と
い
う
法
制

度
を
活
用
し
た
処
理
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
目
的
物
が
第
三
者
に
よ
っ
て
滅
失
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
債
権
に
つ

い
て
も
共
有
と
い
う
処
理
で
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
は
、
買
主
の
貢
献
・
独
自
の
価
値
把
握
部
分
と
い
う
要
素
が
な
い
。
こ
の
点
も
踏
ま
え
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て
分
析
す
る
と
、
価
値
の
分
属
は
共
有
制
度
に
よ
っ
て
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
存
在
し
な
い
動
産
担
保
権
と
す
る
処
理
は
制
度
上
は
論

理
的
に
整
合
し
得
な
い
た
め
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
態
度
、
と
解
す
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

（二）
検
討

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
所
有
権
留
保
は
、
前
提
と
な
る
法
制
度
に
忠
実
か
つ
整
合
的
な
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
所
有
権
は
渾
一
で

あ
り
質
的
又
は
量
的
な
分
割
を
制
度
上
反
映
で
き
な
い
（
し
な
い
）
こ
と
、
価
値
で
は
な
く
物
に
対
す
る
権
利
で
あ
る
こ
と
、
占
有
質
原

則
か
ら
担
保
権
的
な
把
握
又
は
理
解
を
指
向
し
な
い
こ
と
、と
い
う
枠
組
の
元
に
、売
主
へ
の
所
有
権
帰
属
を
認
め
て
お
り
、形
式
的
に
は
、

寄
託
者
と
同
じ
立
場
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
効
力
の
所
有
権
留
保
を
承
認
す
る
基
礎
に
は
、
単
な
る
債
権
者
以
上
に
、
売
主
と
い
う
立
場

へ
の
要
保
護
性
の
承
認
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
利
益
考
慮
か
ら
不
動
産
譲
渡
担
保
を
念
頭
に
譲
渡
担
保
権
者
に
所
有
権
が
帰
属
す
る
こ
と
が
批
判
さ

れ
、
譲
渡
担
保
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
所
有
権
留
保
の
売
主
も
所
有
権
が
帰
属
す
る
と
の
構
成
に
対
す
る
拒
否
的
な
反
応
か
ら
、
売

買
契
約
に
お
け
る
所
有
権
移
転
に
関
す
る
議
論
の
蓄
積
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
と
は
切
断
さ
れ
た
形
で
、
売
主
の
権
利
は
担
保

権
的
に
扱
え
ば
よ
い
、
と
い
う
担
保
権
的
構
成
が
有
力
と
な
っ
た）

22
（

。
こ
の
担
保
権
的
構
成
が
、
買
主
は
売
買
契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
り
、

代
金
の
部
分
的
な
支
払
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
権
利
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
利
益
考
慮
か
ら
、
法
的
構
成
に
拘
ら
ず
に
妥
当
な
効

力
を
導
こ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
現
行
法
制
度
に
お
い
て
適
切
に
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
的
構
成
と
し
て
、
目
的
物
の
共

有
と
の
発
想
を
採
っ
た
と
す
る
と
、
ど
う
な
る
の
か
。
目
的
物
の
共
有
と
い
う
手
法
を
権
利
・
法
状
態
の
構
成
と
し
て
正
面
か
ら
活
用
す

る
方
法
で
あ
る）

23
（

。

　

例
え
ば
、
売
買
代
金
150
万
円
、
既
払
金
50
万
円
、
現
在
の
目
的
物
の
時
価
120
万
円
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
現
在
の
目
的
物
に
対
し
て
、



広島法学　45 巻２号（2021 年）－ 14

買
主
は
50
万
円
分
の
価
値
を
支
配
し
て
い
る
、
又
は
、
持
分
は
売
主
と
買
主
で
被
担
保
債
権
額
100
万
円
と
既
払
金
額
50
万
円
の
割
合
で
あ

る
二
対
一
（
80
万
円
と
40
万
円
で
支
配
）
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
的
物
の
減
価
分
30
万
円
は
、
買
主
の
目
的
物
の
使
用
利
益

分
で
あ
り
予
定
ど
お
り
代
金
を
完
済
す
れ
ば
、
後
か
ら
み
る
と

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
所
有
者
と
し
て
買
主
が
目
的
物
の
所
有
権
価
値
を
消
費
し
た
部
分
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
既
払
金
50
万
円
の
内
の
30
万
円
は
、
こ
の
消
費
分
（
減
価
分
）
の
正
当
な
対
価
と
し
て
充
て
ら
れ
、
現
時
点
の
目
的
物
の

価
値
に
対
し
て
買
主
が
有
す
る
支
配
根
拠
と
し
て
の
既
払
分
は
20
万
円
と
な
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
目
的
物
の
時
価
120
万
円
は
、
売
主
が

100
万
円
、
買
主
が
20
万
円
に
分
け
ら
れ
、
こ
れ
が
持
分
と
な
る
。

　

そ
の
上
で
、
所
有
権
留
保
の
実
行
は
、
共
有
物
の
分
割
と
な
り
、
売
主
が
共
有
物
を
取
得
し
、
買
主
に
対
し
て
持
分
相
当
額
を
支
払
う

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
売
主
が
目
的
物
の
引
渡
し
受
け
、
買
主
に
対
し
被
担
保
債
権
を
上
回
る
額
を
支
払
う
と
い
う
処
理
に
な
る
か
ら
、

売
主
が
目
的
物
を
単
独
所
有
し
、
解
除
又
は
担
保
の
実
行
と
し
て
の
清
算
手
続
を
採
っ
た
場
合
と
同
じ
処
理
に
な
る
。
ま
た
、
共
有
構
成

だ
と
、
所
有
権
留
保
の
実
行
は
担
保
の
問
題
で
あ
る
か
ら
売
買
契
約
の
解
除
を
求
め
る
の
は
適
切
で
は
な
い
、
と
い
う
見
解
に
も
適
合
的

な
構
成
と
な
る
。
さ
ら
に
、
買
主
が
共
有
物
を
取
得
す
る
形
で
担
保
権
的
構
成
を
実
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

問
題
は
、
同
じ
処
理
と
な
る
が
故
に
、
共
有
構
成
は
意
味
又
は
魅
力
が
な
い
と
解
す
る
か
、
価
値
の
分
属
を
体
現
で
き
る
好
ま
し
い
構

成
で
あ
る
と
解
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
加
工
に
よ
る
新
物
に
つ
い
て
共
有
と
す
る
法
構
造
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
実
質

が
当
初
の
所
有
権
留
保
の
存
続
で
あ
る
た
め
、
先
行
し
て
買
主
の
占
有
下
の
物
に
（
集
合
動
産
）
譲
渡
担
保
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
の

競
合
問
題
を
考
え
る
な
ら
ば
、
売
主
の
要
保
護
性
が
解
決
の
鍵
と
な
る）

24
（

。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
共
有
に
よ
る
処
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
歴
史
的
な
経
緯
が
理
由
で
あ
る
。
物
に
対
す
る
担
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
売
主
が
担
保
目
的
を
最
大
化
で
き
る
の
は
、
買
主
の
元
で
生
じ
る
新
物
の
所
有
者
は
売
主
で
あ
る
と
合
意
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
合
意
は
ド
イ
ツ
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
最
高
裁
が
、
こ
の
よ
う
な
合
意
に
は
否
定
的
な
見
解
を
持
っ
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て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
原
材
料
と
資
本
が
不
足
し
た
た
め
、
外
国
産
の
原
材
料
を
利
用
す
る
際
に
売
主
に
担
保
を

用
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
行
政
命
令
が
発
行
さ
れ
加
工
後
の
新
物
に
つ
い
て
も
売
主
の
所
有
権
保
持
の
正
当
化
の
た
め
の
特

別
な
規
制
が
提
供
さ
れ
た
の
が
前
駆
体
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）

25
（

。

　

個
別
の
取
引
に
お
い
て
は
、
代
金
支
払
を
猶
予
す
る
売
主
の
行
為
は
融
資
に
等
し
い
。
し
か
し
、
民
法
典
は
動
産
売
買
先
取
特
権
を
用

意
し
売
買
代
金
債
権
の
保
護
と
い
う
価
値
判
断
を
行
っ
て
い
る）

26
（

。
売
買
は
代
金
と
所
有
権
の
交
換
で
あ
り
、
売
主
の
代
金
債
権
を
保
護
し

な
け
れ
ば
、
社
会
全
体
の
経
済
活
動
が
安
心
し
て
始
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
法
の
規
定
を
念
頭
に
、
ス
イ
ス
法
に
引
続
き
、
ド
イ
ツ
法
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け

る
所
有
権
留
保
を
分
析
、
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
売
主
に
所
有
権
が
帰
属
す
る
と
い
う
原
則
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
買
主
に

よ
る
目
的
物
の
転
売
及
び
加
工
が
行
わ
れ
た
場
合
と
い
う
本
来
で
あ
れ
ば
売
主
の
所
有
権
留
保
が
消
滅
す
る
場
合
の
対
応
と
し
て
共
有
と

い
う
構
成
に
よ
る
処
理
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
上
で
、
目
的
物
の
滅
失
時
に
生
じ
る
損
害
賠
償
債
権
に
つ
い
て
も
共
有
と
い

う
処
理
で
あ
れ
ば
、
現
行
法
制
度
の
枠
内
で
処
理
す
べ
き
と
し
て
、
担
保
法
理
の
清
算
で
は
な
く
共
有
物
分
割
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
分
析
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
共
有
構
成
は
、
価
値
の
分
属
と
い
う
観
点
か
ら
、
担
保

権
的
構
成
を
指
向
す
る
わ
が
国
で
も
、
現
行
法
制
度
の
枠
内
で
可
能
な
法
制
度
と
し
て
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ス
イ
ス
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
、
非
占
有
故
に
公
示
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
法
を
念
頭
に
、
特

に
登
録
に
つ
い
て
一
定
の
議
論
や
提
言
が
あ
る）

27
（

。
両
国
で
の
議
論
も
踏
ま
え
て
、
わ
が
国
で
は
、
ど
の
よ
う
な
法
的
構
造
が
ふ
さ
わ
し
い

の
か
は
、
あ
り
得
る
手
法
・
構
造
を
比
較
し
た
総
括
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
改
め
て
別
稿
で
検
討
す
る
。
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（
１
） 　

ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』（
信
山
社
、
２
０
１
２
年
）。
ス
イ
ス
法
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ス
イ
ス
に
お
け
る
所
有
権
留
保
（
登

録
制
）
と
日
本
に
お
け
る
登
録
制
度
導
入
の
可
能
性
」
熊
本
法
学
148
号
33
頁
、
拙
稿
「
民
法
176
条
の
意
義
と
所
有
権
留
保
の
解
釈
の
関
係
」
広
島
法
学
43
巻

４
号
59
頁
。

（
２
） 　

拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
制
定
以
前
の
法
状
況
を
検
討
し
た
が
、
提
言
と
し
て
担
保
権
構
成
は
あ
っ
た
も
の
の
、
制
度
化
、

定
着
は
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
原
則
・
定
義
・
モ
デ
ル
準
則
共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
で
は
、
担
保
権
構
成
が
採
ら
れ
て
い
る
（
窪

田
充
見
・
潮
見
佳
男
・
中
田
邦
博
・
松
岡
久
和
・
山
本
敬
三
・
吉
永
一
行
監
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
原
則
・
定
義
・
モ
デ
ル
準
則
共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ

Ｃ
Ｆ
Ｒ
）』
289
、
295
頁
（
法
律
文
化
社
、
２
０
１
３
年
）。
各
国
で
所
有
権
を
担
保
と
し
て
用
い
る
こ
と
へ
の
見
解
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
が
よ
く
分
る

も
の
と
し
て
、
沖
野
眞
已
「
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
『
担
保
付
取
引
に
関
す
る
立
法
ガ
イ
ド
』（
案
）
の
検
討
状
況
・
続
報
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
770
号
６
頁
。

（
３
） 　

１
８
１
１
年
6
月
1
日
に
一
般
民
法
典
と
し
て
公
布
さ
れ
、
１
８
１
２
年
1
月
1
日
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
ド
イ
ツ
系
の
構
成
国
家
に
適
用
さ
れ
た
。

詳
し
く
は
、
小
野
秀
誠
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
（
１
８
１
１
年
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
の
200
年
」
一
橋
法
学
14
巻
２
号
579
頁
。

（
４
） 　

第
八
節
「
相
続
権
（A

rt,531-551
）」、
第
九
節
「
最
終
的
な
意
思
の
表
明
及
び
遺
言
（A

rt,552-603

）」、
第
十
節
「
後
順
位
相
続
人
（A

rt,604-646

）」、
第

十
一
節
「
遺
贈
（A

rt,647-694

）」、第
十
二
節
「
最
終
意
思
の
制
限
及
び
廃
止
（A

rt,695-726

）」、第
十
三
節
「
法
定
相
続
（A

rt,727-761

）」、第
十
四
節
「
遺

留
分
及
び
遺
留
分
又
は
相
続
分
に
お
け
る
算
入
（A

rt,762-796

）」、
第
十
五
節
「
相
続
に
よ
る
占
有
取
得
（A

rt,797-824

）」、
第
十
六
節
「
所
有
権
及
び
他
の

物
権
の
共
同
所
有
（A

rt,825-858

）」。
な
お
、
婚
姻
に
関
し
て
は
別
に
婚
姻
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
契
約
法
も
相
続
法
も
物
権
編
に
組
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
は
、
物
を
中
心
と
す
る
体
系
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
５
） 　

契
約
法
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
。
第
十
八
節
「
贈
与
（A

rt,938-956

）」、
第
十
九
節
「
寄
託
契
約
（A

rt,957-970c

）」、
第
二
十
節
「
使
用
貸
借
契
約

（A
rt,971-982

）」、
第
二
十
一
節
「
消
費
貸
借
契
約
（A

rt,983-1001
）」、
第
二
十
二
節
「
授
権
及
び
業
務
執
行
の
他
の
方
法
（A

rt,1002-1044

）」、
第
二
十
三

節
「
交
換
契
約
（A

rt,1045-1052

）」、
第
二
十
四
節
「
売
買
契
約
（A

rt,1053-1089

）」、
第
二
十
五
節
「
永
続
、
永
借
及
び
永
賃
借
契
約
（A

rt,1090-1150

）」、

第
二
十
六
節
「
役
務
給
付
に
関
す
る
契
約
（A

rt,1151-1174

）」、
第
二
十
七
節
「
財
産
の
共
同
所
有
に
関
す
る
契
約
（A

rt,1175-1216

）」、
第
二
十
八
節
「
夫

婦
財
産
（A

rt,1217-1266

）」、
第
二
十
九
節
「
射
幸
契
約
（A

rt,1267-1292

）」、
第
三
十
節
「
損
害
賠
償
及
び
謝
罪
に
関
す
る
権
利
（A

rt,1293-1341

）」。

（
６
） 　

上
原
由
起
夫
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
抵
当
制
度
の
展
開
と
『
投
資
抵
当
権
』」
早
稲
田
法
学
会
誌
29
号
66
頁
。

（
７
） 　

期
待
権
は
、
相
続
に
つ
い
て
も
生
じ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
将
来
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
所
有
権
と
は
全
く
別
の
権
利
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
『
所
有
権

留
保
の
法
理
』
89
頁
以
下
及
び
269
以
下
を
参
照
。
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（
８
） 　

実
際
に
は
、
契
約
条
件
が
価
格
表
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
価
格
表
に
少
な
く
と
も
契
約
条
件
へ
の
参
照
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
価
格
表

が
契
約
の
締
結
の
基
礎
で
あ
り
、
購
入
者
が
契
約
の
締
結
前
に
契
約
条
件
に
注
意
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
契
約
条
件
（
所
有
権
留
保
）
は
合
意
さ
れ
た

と
看
做
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
原
則
と
し
て
、
注
文
確
認
書
に
利
用
条
件
を
記
載
し
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
契
約
条
件
は
、「
裏

面
に
印
刷
さ
れ
た
」
条
件
を
十
分
に
参
照
し
て
、
顧
客
が
注
文
確
認
を
再
確
認
し
た
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
（
実
際
に
は
め
っ
た
に
発
生
し
な
い
）。
請
求

書
又
は
納
品
書
に
の
み
印
刷
さ
れ
る
所
有
権
留
保
は
、
当
事
者
が
よ
り
長
い
取
引
関
係
を
持
ち
、
互
い
に
同
様
の
取
引
を
複
数
回
行
う
場
合
に
お
い
て
、
所

有
権
留
保
が
請
求
書
又
は
納
品
書
に
明
確
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
購
入
者
は
こ
れ
を
矛
盾
な
く
受
け
入
れ
た
と
き
に
例
外
的
に
有
効
に
な
る
。

（
９
） 　

所
有
権
留
保
の
目
的
物
が
不
動
産
と
明
確
に
区
別
で
き
な
い
形
で
付
合
し
た
場
合
は
、
売
主
の
所
有
権
は
消
滅
す
る
。
な
お
、
特
殊
な
機
械
の
場
合
は
所

有
権
留
保
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
登
記
が
可
能
で
あ
る
（
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
２
９
７
ａ
条
）。

（
10
） 　

拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
143
頁
。

（
11
） 　H

ans Schonew
eg,D

er Eigentum
svorbehalt und die Sicherungsübereignung im

 deutsch-österreichischen R
echtsverkehr-eine rechtsvergleichende 

und kollisionsrechtliche D
arstellung,V

V
F,1997.S43.

（
12
） 　

不
動
産
へ
の
抵
当
に
つ
い
て
は
、
上
原
・
前
掲
61
頁
。

（
13
） 　

拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
76
頁
以
下
に
ド
イ
ツ
の
立
法
過
程
か
ら
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
14
） 　1O

b 2297/96t O
B

A
 1998,798.

（
15
） 　

実
際
は
、「
支
払
い
が
部
分
的
に
遅
滞
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
買
主
の
費
用
負
担
で
、
買
主
の
同
意
な
し
に
適
切
な
方
法
で
商
品
を
回
収
す
る
権
利
を
有
す

る
。」
等
の
契
約
文
言
が
用
い
ら
れ
る
。

（
16
） 　

拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
210
頁
以
下
で
債
務
法
改
正
後
の
解
除
に
つ
い
て
、
同
218
頁
以
下
に
お
い
て
倒
産
時
の
解
除
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
る
。

（
17
） 　

２
０
１
０
年
改
正
前
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
松
村
和
德
・
木
川
裕
一
郎
・
畑
宏
樹
・
山
田
明
美
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
倒
産
法
』（
岡
山
大
学
出
版
会
、

２
０
１
０
年
）
が
詳
し
い
。

（
18
） 　

拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
179
頁
以
下
で
倒
産
法
上
の
所
有
権
留
保
に
つ
き
検
討
し
て
い
る
。
特
に
、
双
方
未
履
行
の
双
務
契
約
に
関
す
る
ド
イ
ツ
倒

産
法
103
条
の
特
則
で
あ
る
同
107
条
に
つ
い
て
は
、
同
180
、
184
頁
以
下
。

（
19
） 　

消
費
者
取
引
と
商
取
引
の
両
方
の
「
所
有
権
留
保
の
延
長
」
は
、「
商
品
は
、
全
額
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
売
主
の
所
有
物
の
ま
ま
で
あ
る
。
再
販
は
、
購
入

者
の
名
前
又
は
会
社
と
正
確
な
（
会
社
の
）
住
所
を
引
用
し
て
事
前
に
適
切
な
時
期
に
通
知
さ
れ
、
販
売
に
同
意
し
た
場
合
に
の
み
許
可
さ
れ
る
。
売
主
の
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同
意
が
あ
る
場
合
、
購
入
価
格
の
請
求
は
既
に
売
主
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
と
看
做
さ
れ
、
売
主
は
い
つ
で
も
こ
の
譲
渡
を
購
入
者
に
通
知
す
る
権
利
が
あ
る
。」

等
の
契
約
文
言
が
用
い
ら
れ
る
。

（
20
） 　

実
際
に
大
規
模
な
仕
立
会
社
が
倒
産
し
た
事
案
と
し
てSZ 49/138

。

（
21
） 　

ド
イ
ツ
民
法
449
条
３
項
。
経
緯
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
188
頁
以
下
。

（
22
） 　

し
か
し
な
が
ら
、
担
保
権
的
構
成
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
先
取
特
権
や
質
権
と
す
る
と
の
現
行
法
制
上
の
担
保
権
と
し
て
の
構
造
が
主
張
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
担
保
権
説
は
、
法
的
構
造
で
は
な
く
指
針
と
理
解
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

（
23
） 　

わ
が
国
で
は
、
１
９
８
４
年
に
三
上
威
彦
教
授
が
共
有
構
成
を
提
案
さ
れ
て
い
る
（「
基
本
的
所
有
権
留
保
と
破
産
手
続
（
下
）」
判
タ
536
号
54
頁
）。
な
お
、

ド
イ
ツ
法
で
も
提
案
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
賛
同
者
は
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
99
、
106
頁
）。

（
24
） 　

競
合
問
題
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
担
保
の
目
的
物
と
売
買
目
的
物
が
一
体
化
し
て
し
ま
う
限
定
的
な
場
面
で
は
あ
る
が
、
拙
稿
「
種
類
物
の
継
続
売
買
契
約

に
お
け
る
所
有
権
留
保
に
関
す
る
基
礎
的
考
察 : 

東
京
高
判
平
成
29
年
３
月
９
日
金
法
２
０
９
１
号
71
頁
を
素
材
に
」
広
島
法
学
42
巻
３
号
69
頁
で
検
討
し
て

い
る
。

（
25
） 　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
認
可G

 1917
、R

G
B

l 307

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
緯
の
詳
細
は
、H

. K
lang, G

Z 1920, N
r 45-48, S. 241.

（
26
） 　

先
取
特
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
動
産
売
買
先
取
特
権
と
所
有
権
留
保
の
関
係
に
関
す
る
理
論
的
考
察
」
広
島
法
学
41
巻
２
号
１
頁
、
前
掲
・

拙
稿
「
民
法
176
条
の
意
義
と
所
有
権
留
保
の
解
釈
の
関
係
」
65
頁
以
下
。

（
27
） 　

一
例
と
し
て
、G

eorg A
ichinger ,D

er Eigentum
svorbehalt und seine Zukunft: In O

esterreich, England, Frankreich und der Schw
eiz ,Saarbruecker 

,2010 ,S.58ff,204ff.




